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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

略
で
き
る
農
作
物
の
一
つ

だ
。
市
担
当
課
、
県
、
農

協
、
共
済
組
合
が
連
携
し

て
実
態
把
握
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
被
害
額
に
つ

い
て
は
６
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
確
定
す
る
予
想
で

あ
る
。

問
　
現
時
点
で
の
支
援
策
は
。

答
（
市
長
）

　

現
時
点
で
は
状
況
の
把

握
が
最
優
先
だ
。
予
測
し

な
が
ら
必
要
な
準
備
を
始

め
る
。
本
市
の
「
売
れ
る

農
畜
産
物
生
産
支
援
事
業

補
助
金
」
と
い
う
次
期
作

に
向
け
た
補
助
金
が
あ

る
。対
応
を
検
討
し
た
い
。

問
　
降
霜
被
害
は
今
回
だ
け

と
は
限
ら
な
い
。
被
害
を

想
定
し
た
防
霜
機
材
や
関

連
資
材
等
の
購
入
に
係
る

助
成
や
資
金
面
で
の
支
援

策
な
ど
が
必
要
と
考
え
る

が
。答

（
市
長
）

　

い
ろ
ん
な
支
援
策
を
視

野
に
入
れ
て
進
ん
で
い
き

た
い
。
ハ
ー
ド
面
で
の
予

防
機
材
準
備
の
支
援
や
、

市
が
何
ら
か
の
形
で
補
償

金
を
投
入
し
て
、
必
要
な

部
分
に
関
し
て
調
達
の
方

法
を
準
備
す
る
な
ど
、
し

っ
か
り
立
ち
直
っ
て
い
け

る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て

い
く
。

問
　
今
回
発
生
し
た
降
霜
被

害
に
つ
い
て
、
被
害
の
作

目
や
調
査
の
状
況
、
そ
の

被
害
額
予
想
は
。

答
（
市
長
）

　

被
害
作
物
は
主
に
リ
ン

ゴ
で
あ
り
、
山
ブ
ド
ウ
も

若
干
の
被
害
と
報
告
を
受

け
て
い
る
。5
月
24
日
に
、

リ
ン
ゴ
は
ふ
じ
と
ジ
ョ
ナ

ゴ
ー
ル
ド
の
み
の
被
害
調

査
を
改
め
て
実
施
し
た
。

リ
ン
ゴ
の
中
心
花
被
害
が

７
割
～
９
割
、
果
樹
部
会

の
リ
ン
ゴ
栽
培
面
積
22
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
20
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
被
害
を
受
け

て
い
る
。
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
だ
。

　

特
に
も
リ
ン
ゴ
は
市
内

農
作
物
の
中
で
も
海
外
戦

市
長		

大
変
な
事
態
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

	
	

市
内
農
作
物
の
生
産
意
欲
を
低
下

さ
せ
な
い
よ
う
、
早
急
な
支
援
策

を
講
じ
て
い
く
。

菊池 忠信 議員

４
月
末
発
生
し
た
降
霜
に
よ
る

　

リ
ン
ゴ
や
市
内
農
作
物
の

　
　

被
害
状
況
と
そ
の
対
策
は

「みどりの食料
　  システム戦略」の考えは

一問一答方式

え
、
併
せ
て
構
造
改
革
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

問
　
有
機
農
業
と
ス
マ
ー
ト

農
業
機
械
を
合
わ
せ
た
技

術
が
、
今
後
遠
野
市
の
農

業
、
農
畜
産
物
生
産
に
ど

の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら

す
と
考
え
る
か
。

答
（
市
長
）

　
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
を
提
唱
し
て

い
る
国
側
と
、
生
産
者
、

消
費
者
が
、
も
っ
と
議
論

し
て
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

問
　
国
が
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
、
環
境
負
荷
低
減
策

を
目
的
と
し
た
農
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
は
。

答
（
市
長
）

　

農
業
分
野
の
新
た
な
戦

略
と
捉
え
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
活
用
し
、
そ
れ
を

利
益
に
繋
げ
る
か
を
考

市長 	将来を見据えて取り組む
	 価値のあること

問
　
当
市
の
成
人
の
ひ
き
こ

も
り
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。答

（
市
長
）

　

相
談
窓
口
は
、
福
祉
の

里
福
祉
課
で
あ
る
が
、
各

地
区
に
も
丸
ご
と
相
談
員

が
い
る
の
で
、
相
談
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
関
係
機

関
に
つ
な
げ
る
体
制
に
な

っ
て
い
る
。

問
　
自
立
に
向
け
た
支
援
の

強
化
が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
）

　

遠
野
市
は
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
な
街
を
掲
げ
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
対
応
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
作
り
は
必
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
公
共
工
事
事
業
の
現
状

と
課
題
は
。

答
（
市
長
）

　

当
市
に
お
け
る
公
共
事

業
費
は
、
増
減
が
あ
っ
て

も
平
均
的
に
維
持
さ
れ
て

い
る
。
市
道
管
理
費
の
請

負
契
約
件
数
で
は
逆
に
増

え
て
い
る
と
い
う
認
識
で

あ
る
。

　

市
営
建
設
工
事
入
札
参

加
資
格
者
の
発
注
標
準
額

は
、
入
札
参
加
資
格
者
名

簿
の
更
新
時
期
に
合
わ
せ

て
見
直
し
、
令
和
５
年
７

月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

問
　
国
庫
交
付
金
や
補
助
金

の
状
況
は
。

答
（
市
長
）

　

国
庫
支
出
金
の
内
示
率

は
低
く
な
っ
て
お
り
、
平

成
30
年
度
と
比
べ
る
と
令

和
３
年
度
は
半
分
弱
で
あ

る
。

　

岩
手
県
の
公
共
工
事
は

令
和
２
年
か
ら
令
和
３
年

に
か
け
て
激
減
し
て
い

て
、
い
ず
れ
も
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。

問
　
公
共
工
事
事
業
の
今
後

と
市
の
対
応
は
。

答
（
市
長
）

　

公
共
工
事
は
今
後
も
減

少
す
る
。
産
業
の
構
造
改

革
、
社
会
の
構
造
改
革
が

求
め
ら
れ
て
く
る
。
各
事

業
者
等
、
自
ら
事
業
を
起

こ
す
こ
と
も
必
要
で
あ

り
、
市
は
、
そ
れ
に
対
し

て
投
資
融
資
や
コ
ン
サ
ル

な
ど
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。
同
時
に
必
要
な
工
事

は
行
い
、
不
要
な
も
の
を

無
理
に
作
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

市
長
補
正
予
算
１
億
円
、

市
民
の
要
望
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
く

千田 由美子 議員

公
共
工
事
事
業
の
減
少
へ
の
対
応
は

一問一答方式

成人ひきこもりへの
　　　　対応状況を伺う

市長 	一緒に伴走していく。社会活動が
	 できるような機会を作っていきたい

補修や改良が待たれる
市内道路の一部

ひきこもりの調査（厚生労働省 HP より）

被害にあったリンゴの中心花

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

農林水産省 HP より


